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韓
国
・
仁
川
国
際
空
港
と
香
港
国
際
空
港
と
の
定
期
便
を

持
つ
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
台
湾
の
桃
園
国
際
空
港
を
結
ぶ
直

行
便
が
就
航
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
29
日
か
ら
週

２
便
で
ス
タ
ー
ト
。国
際
定
期
便
利
用
促
進
協
議
会
は
、様
々

な
支
援
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

台
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便

台
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か
ら
台
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週
２
往
復

米
子
か
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台
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週
２
往
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5
月
29
日
就
航
開
始

5
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29
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就
航
開
始

5
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29
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就
航
開
始

5
月
29
日
就
航
開
始

　
同
直
行
便
の
運
航
会
社
は
、

タ
イ
ガ
ー
エ
ア
台
湾
で
す
。

使
用
機
材
は
Ａ
３
２
０(

１

７
９
座
席)

で
、
毎
週
２
回
、

月
曜
日
と
金
曜
日
に
往
復
し

ま
す
。
初
就
航
の
５
月
29
日

は
木
曜
日
で
す
が
、
特
別
ダ

イ
ヤ
で
運
行
の
予
定
。

　
台
湾
は
美
し
い
自
然
、
グ

ル
メ
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
人

々
な
ど
、
魅
力
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
米
子
台
北
便
で

素
敵
な
台
湾
を
満
喫
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
国
際
定
期
便
利
用
促
進
協

議
会
は
、
台
湾
に
旅
行
す
る

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
1
人
当

た
り
３
０
０
０
円
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
支
援
の
内
容
は
▽
米
子
か

ら
台
湾
へ
旅
行
す
る
グ
ル
ー

プ
＝
５
人
以
上
が
対
象
▽
全

員
が
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の

グ
ル
ー
プ
＝
２
人
以
上
が
対

象
▽
米
子
か
ら
台
湾
桃
園
空

港
経
由
で
第
３
国
に
旅
行
す

る
グ
ル
ー
プ
＝
２
人
以
上
が

対
象
―
で
す
。

　
ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

の
た
め
、
１
件
当
た
り
３
０

０
０
円
を
支
援
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　
支
援
に
は
▽
パ
ス
ポ
ー
ト

の
発
行
年
月
日
が
２
０
２
３

(

令
和
５)

年
７
月
７
日
以

降
で
あ
る
こ
と
▽
同
一
年
度

内
に
出
発
す
る
国
際
定
期
便

を
利
用
し
て
旅
行
す
る
こ
と

―
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
担
当
者
は

「
い
よ
い
よ
台
湾
と
の
直
行

便
が
就
航
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
鳥
取
県
と
台
湾
と

　
こ
と
し
も
４
月
19
日
と
20

日
に
地
元
の
水
産
加
工
品
や

特
産
品
を
中
心
と
し
た
食
の

祭
典
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
境

港
大
漁
祭
＆
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
境
港
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
で

９
回
目
。
大
漁
祭
の
成
功
に

向
け
て
、
同
祭
実
行
委
員
会

は
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
佐
名
木
知
信
・
実
行
委
員

長
は
「
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
進
化
さ
せ
な
が

ら
『
さ
か
な
と
鬼
太
郎
の
ま

ち
境
港
』
の
水
産
加
工
品
や

地
元
産
品
の
魅
力
を
県
内
外

の
皆
さ
ん
に
伝
え『
み
な
と
』

を
核
に
し
た
持
続
可
能
な
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の

あ
ら
ま
し
は
、
次

の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
19
日

㈯
・
20
日
㈰ 

会
場
　
境
港
お
さ

か
な
ロ
ー
ド
境
水

道
沿
い
海
岸
通
り
、

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ
三
光
丸
境
港
前

(

境
港
市
相
生
町

海
岸
通
り
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ

み
な
と
オ
ア
シ
ス
境
港

大
漁
祭

４月19日・20日

台
北
便
に
就
航
す
る
航
空
機

　昨年11月の「Sea級グルメ全国大会in境港」では、皆様の応
援のおかげで静岡県沼津大会に続き、２年連続のグランプリを
受賞することができました。誠にありがとうございました。
　みなとオアシスもんべつは、オホーツク海の流氷の下で育まれ
た、旨味溢

あふ

れるホタテ貝柱を使用した「ホタテステーキ」を販売
しました。鮮度にこだわり、生でも食べることができるホタテを
本来の味・食感を残しながら旨味のみをより凝縮した一品です。
　境港大会では3000枚を持参し、無事完売することができまし
た。予想を超えるお客様のご来店により、２日目のお昼には完
売となってしまいました。購入できなかった皆さんもおられ、大
変申し訳なく思っ
ています。
　紋別市のふるさ
と納税やネット
ショッピングなどで
も「ホタテステー
キ」をはじめ、たく
さんの地元特産物がお買い求めになれますのでぜひ、一度ご堪
能していただけると幸いです。
　また紋別には、飲食のほか夏の港まつり・冬の流氷まつりや
流氷観光船「ガリンコ号Ⅲ」など、様 な々コンテンツがたくさんご
ざいますので、紋別にも一度足を運んでみて下さい！
　資料提供：北海道紋別市

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑩

大好評だったホタテステーキ

みなとオアシスもんべつ

の
交
流
が
深
化
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
、

米
子
鬼
太
郎
空
港
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
台
湾
便
が
活
性

化
す
る
よ
う
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
航
空
券
の
予
約
は
、
タ
イ

ガ
ー
エ
ア
台
湾
の
公
式
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ(

「
米
子
台
北
便
」

で
検
索
、
２
次
元
コ
ー
ド
参

照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
議

会
事
務
局(

鳥
取
県
国
際
観

光
課
内
・
☎

０
８
５
７
―

26
―
７
３
１

０)

ま
で
。

付
近)

内
容
　
歌
・
ダ
ン
ス
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
を
中
心
に
食

事
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
な
ど

が
多
数
出
店
。
ま
た
、
鮮
魚

つ
め
放
題
や
国
交
省
の
港
湾

業
務
艇｢

は
く
し
ゅ
う｣

の
港
内
見
学
会
も
予
定

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

喫
茶
ク
ロ
内
・

☎
44
―
２
０
８
６)

ま
で
。境水道周辺でイベントを楽しむ皆さん



お祝いに、法事に

赤 飯 承ります赤 飯 承ります
（株)酒井商店
要予約 42-2258

縁起の良いお餅縁起の良いお餅 誕生餅誕生餅誕生餅
1歳の誕生日に願いを込めて

1歳の誕生日には、一生涯食に不自由しない、一生健康に、一生
円満にとの願いを込めて1升餅（小餅1升分でもよい）を背負わ
せて、お祝いする縁起の良いお餅です。「ある処にぼたもち山」
でも受け付けています。

㈱酒井商店  ☎0859－42－2258要予約
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ち
ょ
っ
と拝 見

リンクス

境
港
市
内
で
は
１
社
の
み

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
に

　
各
種
の
建
設
事
業
を
展
開
す
る
㈱
リ
ン
ク
ス(

竹
内
町
・

池
田
太
一
社
長)
は
、
こ
の
た
び
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
若
者

の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
、
若
者
の
雇
用
管
理
の
状
況
な

ど
が
優
良
な
企
業
と
し
て
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
認
定
を
受
け
た

同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
の
認
定
企

業
は
、
鳥
取
県
内
に
12
社
あ

り
、
境
港
で
は
現
在
の
と
こ

ろ
同
社
の
み
で
す
。

　
同
認
定
に
取
り
組
ん
だ
経

緯
に
つ
い
て
池
田
社
長
は

「
様
々
な
業
界
で
人
手
不
足

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
設
業
も
決
し
て
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
今
、
特
に

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
、

ま
た
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題

が
原
因
の
災
害
が
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
は
復
旧
、
復
興
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
地
域
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
産
業
で
す
。

そ
こ
で
、
若
者
に
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
、
申
請
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
当
社
が
今
ま
で
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
認
定
企
業
と
な
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し

た
。

　
同
社
は
、
以
前
か
ら
働
き

方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
ノ

ー
残
業
デ
ー
の
導
入
や
時
間

管
理
、
有
休
休
暇
推
奨
日
を

決
め
て
取
り
や
す
く
す
る
な

ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
福
利
厚
生
制
度
も

充
実
し
て
お
り
、
現
場
監
督

に
必
要
な
資
格
の
取
得
を
応

援
す
る
「
資
格
取
得
支
援
制

度
」
や
同
社
社
員
の
子
が
大

学
な
ど
に
進
学
し
た
際
に
学

費
を
支
援
す
る
「
教
育
支
援

金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
社
員
旅
行
は
年
１

回
、
社
員
の
希
望
を
聞
い
て

行
く
先
を
決
め
て
お
り
、
全

国
制
覇
を
目
標
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
池
田
社
長
は
「
建
設
業
は

お
客
様
の
喜
ん
で
い
た
だ
く

姿
を
身
近
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
や
り
が
い
や
達
成
感

が
実
感
で
き
ま
す
。
日
々
、

勉
強
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

己
研
鑽
に
努
め
、
成
長
す
る

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
㈱
酒
井
商
店(

相

生
町)

の
酒
井
英え

い

社
長
に

伺
い
ま
し
た
。

　
当
社
の
創
業
は
１
８
９
７

(

明
治
30)

年
、
７
代
目 

酒

井
屋
萬
四
郎
が
国
指
定
の
精

麦
所
を
開
業
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
１
９
２
６(

大
正
15)

年
に

は
８
代
目
萬
四
郎
が
精
麦
・

精
米
所
と
し
て
引
き
継
ぎ
、

１
９
５
２(

昭
和
27)

年
に

㈲
酒
井
精
麦
精
米
所
と
し
て

法
人
登
録
さ
れ
、
今
期
で
73

期
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
５(

昭
和
30)

年
に

製
麺
工
場
を
立
ち
上
げ
、
境

港
市
内
の
小
売
店
、
学
校
給

食
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

な
ど
に
幅
広
く
卸
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の

進
出
に
よ
り
、
１
９
８
５

(

昭
和
60)

年
に
廃
業
に
至

り
ま
し
た
。

　
精
麦
は
自
然
消
滅
し
、
精

米
所
も
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
９
８
８(

昭
和
63)

年

に
組
織
変
更
し
、
株
式
会
社

酒
井
商
店
と
し
、
米
穀
販
売
、

餅
・
か
き
餅
製
造
卸
に
移
行
。

市
内
小
売
店
や
大
手
ス
ー
パ

ー
チ
ェ
ー
ン
に
卸
し
、
正
月

だ
け
の
お
餅
を
1
年
間
通

し
て
販
売
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
１
９
８
３(

昭
和

58)

年
に
は
、
あ
っ
た
か
い

お
弁
当
・
マ
マ
ク
ッ
ク
境

港
店
を
開
業
。「
米
屋
が

始
め
た
弁
当
屋
、
さ
す
が

に
ご
飯
が
旨
い
」
と
好
評

を
得
ま
し
た
。
漁
獲
高
が

日
本
一
の
70
万
㌧
の
時
代

で
す
。

　
１
９
９
５(

平
成
７)

年
に

は
、
大
型
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
・
し
ゃ
ぼ
ん
を
山
陰
１
号

店
と
し
て
開
業
。
当
時
は
珍

し
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、
大
変

な
盛
況
で
し
た
。
今
で
は
、

大
手
の
進
出
に
よ
り
苦
戦
し

て
い
ま
す
。

認
定
証
交
付
式
の
池
田
太
一
社
長（
左
）と
平
川
雅ま

さ

浩ひ
ろ

・鳥
取
労
働
局
長

こ
と
で
、
お
客
様
満
足
度
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
自
身

の
喜
び
に
つ
な
が
る
感
慨
深

い
仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
の
公
式

　
２
０
０
０(

平
成
12)

年

に
は
、
餅
製
造
の
関
連
か

ら
和
菓
子
専
門
店
・
あ
る

処
に
ぼ
た
も
ち
山
を
開
業

し
、
苺
あ
ず
き
ク
リ
ー
ム

大
福
ほ
か
、
季
節
に
合
っ

た
和
菓
子
が
好
評
で
す
。

２
０
０
８(

平
成
20)

年
か

ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
と
し
て
、
米
・
冷
凍

餅
・
冷
凍
か
き
餅
を
提
供

し
、
全
国
か
ら
注
文
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
令
和
の
米

騒
動
と
、
ま
す
ま
す
混
迷

す
る
時
代
で
す
が
、
地
域

に
密
着
し
「
食
と
健
康
に

一
生
懸
命
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
社
会
貢
献
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
　
　
　(

談)

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
の
経
営
課
題
解
決

に
向
け
て
、
各
種
の
個
別
相

談
会
を
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
1
回

開
催
し
て
い
ま
す(

秘
密
厳

守
、
相
談
料
無
料)

。
開
催

場
所
は
、
い
ず
れ
も
境
港
商

工
会
議
所 

経
営
支
援
室(

上

道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

毎
月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相

談
会
を
開
催(

開
催
日
の
２

日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

相
談
員
は
、
同
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

す
。

知
財
無
料
相
談
会
　
境
港
商

工
会
議
所
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

鳥
取
県
知
財
総
合
窓
口
の
協

力
を
得
て
、
毎
月
第
２
水
曜

日
に
知
財
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す(

開
催
日
の
前
日

午
前
中
ま
で
の
予
約
が
必

要)

。
相
談
員
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
窓
口

か
ら
派
遣
さ
れ
る
支
援
担
当

者
で
す
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
商
工
会
議
所
と
境
港
市
は
、

事
業
承
継
全
般
に
関
す
る
相

談
会
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に

開
催(

開
催
日
前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要)

。
相
談
員
は
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談
員
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

４月の相談会スケジュール

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

４月８日㈫ 午後1時～4時

４月９日㈬ 午後1時～4時

４月17日㈭ 午後1時～4時

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
弓
ヶ
浜
水
産
㈱
の
職

務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
任
期
は
２
０
２
５
年

10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
。

鶴
岡
比
呂
志(

つ
る
お
か
・

ひ
ろ
し)

▽
事
業
所
＝
弓
ヶ

浜
水
産
㈱(

境
港
市
竹
内
団

地)

▽
役
職
＝
代
表
取
締
役

社
長
▽
変
更
年
月
日
＝
２
０

２
５
年
３
月
１
日
付
▽
前
任

者
＝
竹
下
朗(

前
・
代
表
取

締
役
社
長)

創業の創業の 35

食と健康に一生懸命
― 酒井商店 ―

頃

弓ヶ浜水産

鶴岡社長が就任
境港商議所 議員

４
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

毎
月
１
回

開
　
　催

各
種
個
別
相
談
会

先代社長（後列左）と社員の皆
さん＝同社付近の海岸

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

「
リ
ン
ク

ス
」
で
検
索
、

２
次
元
コ
ー

ド
参
照)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
社(

☎

30
―
４
３
３
０)

ま
で
。
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新鮮な原料を新鮮なままに

より安く、より美味しく魚介類の安定供給をお約束

境港センター冷蔵（株）
代表取締役 森　脇　良　文

境港市昭和町12－4　ＴＥＬ(0859)44－0451 ＦＡＸ(0859)42－6228

市民の皆様を対象とした健康＆禁煙相談会を行っております｡
☆蓮池店 毎月一回（フレイル予防、認知症相談、子供薬剤師、アロマなど）

これからも市民の皆様のお役に立てるよう活動していきます。

その他季節に応じた相談アドバイスも行っております。
春…アレルギー　夏…熱中症　秋…乾燥　冬…インフルエンザなど
新型コロナウイルスの「医療用抗原検査キット」を取り扱っております。
要指導医薬品及び一般用医薬品、衛生用品等を販売しています。

ねんりんピックにてお薬相談、骨密度測定を行いました（R6.10.20）
境公民館祭りにてお薬相談、骨密度測定を行いました（R6.10.26）
外江公民館祭りにてお薬相談、骨密度測定を行いました（R6.10.27）
上道公民館にて原子力防災訓練参加（R6.11.16）

 ㈲増谷慶一郎薬局 蓮池店／境港市蓮池町102
TEL0859-47-0325
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•
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•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

豪
州
市
場
着
目
の
理
由

　
豪
州
は
、
市
場
規
模
は

中
位
な
が
ら
、
珍
し
く
人

口
が
増
加
し
て
い
る
国
、

す
な
わ
ち
市
場
が
拡
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

輸
入
規
制
が
厳
し
く
、
参

入
に
つ
な
げ
る
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
逆

に
売
れ
る
商
品
が
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

(

豪
州)

食
品
市
場
。
そ
ん
な
豪
州
で
現
地
の
大
手
日
本
食

輸
入
業
者
を
訪
ね
ま
し
た
。今
回
の「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」

は
、
豪
州
で
の
市
場
動
向
調
査
と
市
場
視
察
の
報
告
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工
場(

竹
内
団
地
、

本
多
裕
介
工
場
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
工
場
の
本
社
・
フ
ジ
ッ

コ
㈱(

兵
庫
県)

は
「
健
康
」

「
お
い
し
さ
」「
安
全
・
安
心
」

を
追
求
し
た
製
品
を
全
国
に

販
売
し
て
い
ま
す
。
境
港
工

場
で
は
煮
豆
、
昆
布
巻
き
、

ナ
タ
デ
コ
コ
デ
ザ
ー
ト
な
ど

を
生
産
。
従
業
員
の
待
遇
は
、

本
社
と
同
等
で
す
。

　
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
毎

月
チ
ェ
ッ
ク
し
、
全
従
業
員

が
年
間
５
日
は
必
ず
取
得
し

　
そ
し
て
、
人
口
の
６
割
が

沿
岸
の
５
大
都
市
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
商
品

的
・
地
域
的
に
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
易
い
国
で
す
。

視
察
で
感
じ
た
手
応
え

　
大
手
日
本
食
輸
入
業
者
の

ほ
か
、
現
地
10
店
舗
に
足
を

運
び
、
鳥
取
県
産
食
品
カ
タ

ロ
グ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
多

く
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が

軒
を
連
ね
る
通
り
で
は
、
日

本
食
が
好
ま
れ
る
現
地
の
空

気
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
大
手
輸
入
業
者
所
長
か
ら

は
「
ぜ
ひ
、
鳥
取
県
食
品
の

出
展
を
企
画
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
は
ど
の
よ
う
な
輸
入

商
品
が
多
い
か

　
コ
ロ
ナ
後
は
ウ
イ
ス
キ
ー
、

日
本
酒
な
ど
、
酒
類
が
66
億

円
と
１
位
に
躍
進
し
て
い
ま

す
。
は
っ
き
り
し
た
分
か
り

易
い
味
わ
い
の
酒
を
好
む
傾

向
が
あ
り
、
日
本
人
が
好
む

辛
口
よ
り
甘
口
が

好
ま
れ
る
そ
う
で

す
。

　
ゆ
ず
、
果
実
系

も
人
気
と
の
こ
と
。

そ
れ
以
外
で
は
、

豆
乳
な
ど
の
清
涼

飲
料
水
、
カ
レ
ー

ル
ー
や
ワ
サ
ビ
な

ど
の
調
味
料
が
金

額
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
買
っ
て
く
れ
る
な
ら
ど
こ

で
も
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は

な
く
、
じ
っ
く
り
現
地
視
察

や
調
査
を
通
し
て
、
県
内
商

品
が
ど
こ
に
入
り
込
め
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
の
か
を
絞
り

つ
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き

ま
す
。

　
来
年
度
、
食
品
展
示
会
で

リ
サ
ー
チ
を
実
施
し
、
輸

出
規
制
、
商
流
や
商
品
選

定
を
行
っ
た
上
で
、
現
地

展
示
会
出
展
を
目
指
し
ま

す
。

　
豪
州
食
品
市
場
に
ご
興

味
の
あ
る
皆
さ
ん
は
、
と

っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー(

☎
30
―
３
１
６

１)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

て
い
る
こ
と
を
確
認
。
目
標

は
付
与
日
数
の
６
割
と
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
、
配
偶
者

出
産
休
暇(

５
日
間)

、
誕
生

日
月
休
暇(

誕
生
日
月
と
前

後
１
カ
月
の
う
ち
、
１
日
の

取
得
が
可
能)

や
子
の
看
護

休
暇
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
育
児
休
業
後
の
短
時
間
勤

務
は
法
律
で
は
3
歳
ま
で
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、
小

学
３
年
生
ま
で
可
能
に
し
て

い
ま
す
。

　
過
去
に
同
工
場
に
所
属
し

て
い
た
総
務
係
長
の
女
性
は

現
在
、
東
京
工
場
の
工
場
長

を
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
は

関
東
工
場
の
工
場
長
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
主
任
だ
っ
た

女
性
も
関
東
工
場
に
異
動
し
、

活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

品
質
管
理
グ
ル
ー
プ
は
女
性

が
中
心
で
す
。
同
工
場
で
育

っ
た
女
性
が
ど
ん
ど
ん
重
要

な
部
門
を
任
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
一
方
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
生
産
マ
イ
ス
タ
ー

検
定
の
通
信
教
育
受
講
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
資
格
取
得

後
は
受
講
料
の
半
額
を
補
助
。

さ
ら
に
、
会
社
が
指
定
す
る

衛
生
管
理
者
の
資
格
な
ど
を

取
得
す
れ
ば
、
祝
い
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
積

極
的
に
対
応
。
悩
み
ご
と
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
、
本

社
の
顧
問
弁
護
士
や
人
事
・

総
務
部
長
に
直
接
話
せ
る
仕

組
み
や
個
別
面
談
な
ど
、
様

々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
多
工
場
長
は
「
私
た
ち

は
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
安

心
し
て
働
け
る
安
全
で
快
適

な
職
場
環
境
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
職

場
で
生
み
出
さ
れ
る
製
品
に

は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
お
届
け
す
る

私
た
ち
の
製
品
を
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
工
場(

☎

47
―
２
２
１
１)

ま
で
。

ー フジッコ境港工場 ー
女性の管理部門進出を促進
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑰

海
外
事
情
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

豪
州
食
品
市
場
を
調
査

検査中の品質管理グループのスタッフ

豪
州
食
品
市
場
を
調
査
し
た
皆
さ
ん

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業
実

行
委
員
会
は
、
こ
と
し
10
月

23
日
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２

５
in
出
雲
」
を
出
雲
市
総
合

体
育
館(

出
雲
市
西
林
木

町)

で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
商
談
会
の
エ
ン
ト
リ
ー
と

展
示
ブ
ー
ス
の
申
し
込
み
は
、

６
月
２
日
か
ら
受
け
付
け
を

始
め
、
一
般
来
場
の
申
し
込

み
は
８
月
下
旬
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
催
し
は
、
圏
域
内
外
の

企
業
の
連
携
や
交
流
を
促
進

し
、
取
引
拡
大
、
共
同
開
発
、

業
務
提
携
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
に
、
境
港
・
米
子
・

松
江
・
安
来
・
出
雲
の
５
市

及
び
大
山
周
辺
の
７
町
村
と
、

こ
の
地
域
の
19
商
工
団
体
が

実
施
す
る
山
陰
最
大
規
模
の

商
談
・
展
示
会
で
す
。

　
昨
年
は
、
安
来
市
総
合
文

化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア(

安

来
市
飯
島
町)

で
開
催
し
、

圏
域
内
外
の
発
注
企
業
70
社

を
含
め
、
圏
域
内
の
も
の
づ

く
り
企
業
を
中
心
に
１
９
７

社
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
商
談
を

事
前
調
整
す
る
こ
と
で
開
催

当
日
に
は
、
１
５
７
社
に
よ

る
延
べ
３
４
５
件
の
商
談
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
を
設

け
、
圏
域
内
企
業
46
社
の
特

色
を
い
か
し
た
商
品
や
優
れ

た
技
術
を
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

松
江
市
も
の
づ

く
り
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内

・
☎
０
８
５
２
―
60
―
７
１

０
１)

ま
で
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談・展
示
会

出
雲
市
で
開
催

10
月
23
日

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題

に
対
し
て
、
東
部
・
中
部
・

西
部
の
圏
域
ご
と
に
「
と
っ

と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
成
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。 20の機関が連携・協力

とっとり企業支援
ネット ワ ー ク

総合的かつ集中的に支援
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(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会(

江
尻
敏
美
会
長)

は
、
境
港

商
工
会
議
所
水
産
業
部
会
な
ど
と
と
も
に
「
み
な
と
新
聞
」

の
太
田
毅た

け

人と

記
者
を
招
い
て
、
水
産
講
演
会
を
２
月
21
日
に

開
催
。
テ
ー
マ
は
「
漁
業
管
理
に
目
的
共
有
を 

変
わ
る
環

境
、
描
く
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
し
た
。
今
回
の
「
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
」
は
、
同
講
演
会
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
マ
ル
ツ

(

竹
内
団
地
、
足
立
由
紀
夫
社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
50
年
以
上
続

く
カ
ニ
の
専
門
店
で
す
。

美
味
し
さ
と
鮮
度
に
優
れ

た
松
葉
ガ
ニ
や
紅
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
を
絶
妙
な
茹
加
減
に

仕
上
げ
て
販
売
。
カ
ニ
を

茹
で
る
工
程
で
同
社
は
、

鳥
取
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
境
港
で
水
揚
げ

さ
れ
た
新
鮮
な
紅
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
だ
け
を
使
用
し
て
、
濃
厚

で
こ
く
の
あ
る「
か
に
み
そ
」

を
製
造
し
、
1
個
１
５
０
０

円(

税
込)

で
販
売
。
時
間
を

か
け
て
じ
っ
く
り
煮
詰
め
る

無
添
加
製
法
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
か
に
み
そ
を
使
っ
て

「
濃
厚
か
に
み
そ
ソ
ー
ス
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
1
個
１

６
０
０
円(

税
込)

で
す
。
イ

タ
リ
ア
古
来
の
レ
シ
ピ
で
作

る
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
ソ
ー
ス

と
融
合
し
、
イ
タ
リ
ア
ン
な

味
わ
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
野
菜
と
デ
ィ
ッ
プ
し
た
り
、

パ
ス
タ
に
絡
め
た
り
、
パ
ン

に
塗
っ
た
り
、
い
つ
も
の
食

事
を
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
に
贅

沢
に
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
濃

厚
で
コ
ク
の
あ
る
本
来
の
美

味
し
さ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
30
匹
程
度

入
る
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
コ

ン
テ
ナ
を
毎
日
30
コ
ン
テ
ナ

分
茹
で
て
い
ま
す
。
そ
の
時

に
出
る
カ
ニ
の

エ
キ
ス
を
使
っ

て
安
来
の
醤
油

製
造
会
社
に

「
か
に
出
汁
醤

油
」
の
製
造
を

委
託
。
1
個
６

０
０
円(

税
込)

で
、
好
評
販
売

中
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、

境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

(

昭
和
町)

内
の
店
舗
「
マ
ル

ツ
」
で
販
売
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ(

「
マ
ル

ツ
」
で
検
索
、
２
次
元
コ
ー

ド
参
照)

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
足
立
社
長
は
「
３
代
続
く

カ
ニ
屋
が
本
気
で
作
っ
た
製

品
を
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(
☎

45
―
０
５
３

４)

に
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
み
な
と
新
聞
は
、
日
本
の

水
産
業
界
に
特
化
し
た
日
刊

新
聞
で
す
。
山
口
県
下
関
市

に
本
社
を
構
え
る
「
み
な
と

山
口
合
同
新
聞
社
」
が
発
行
。

太
田
記
者
は
、
２
０
１
４
年

に
入
社
し
、
同
新
聞
の
政
策

担
当
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
、
太
田
記
者
は
ま

ず
「
環
境
変
動
で
漁
獲
量
は
、

乱
高
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
界
人
口
の
増
大
に
合
わ
せ

て
、
魚
を
獲
る
国
が
増
え
、

資
源
量
や
漁
獲
量
が
不
安
定

化
す
る
激
動
の
時
代
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
」
と
指
摘
。

　
次
に
「
多
く
の
識
者
は
漁

業
者
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

漁
獲
が
減
っ
た
の
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
大
部
分
の
魚

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
減
っ
た
ら
取
り

控
え
な
い
と
回
復
が
遅
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
魚
は
極
力
、

大
人
に
な
る
ま
で
待
っ
て
産

卵
さ
せ
て
か
ら
獲
る
こ
と
が

大
切
。
あ
る
程
度
厳
し
め
の

科
学
に
基
づ
け
ば
、
資
源
管

理
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
程
度
の
獲
り
控
え
は
や
は

り
必
要
で
す
」
と
示
唆
。

　
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
管

理
に
足
り
な
か
っ
た
点
と
し

て
「
環
境
の
影
響
を
考
慮
す

る
に
は
直
近
の
デ
ー
タ
で
分

析
す
る
こ
と
が
大
切
。
現
在

は
、
２
年
前
の
デ
ー
タ
を
使

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
研
究
者
が
不
足
し
て

集
計
に
２
年
か
か
る
た
め
で

す
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
漁
業
者
と
科
学

境港発商品

発見

各
種
カ
ニ
製
品

マ
ル
ツ

商
品
を
手
に
す
る
足
立
由
紀
夫
社
長

スポットライト みなと新聞 太田記者が講演

漁業者、科学者、行政一体で漁業管理を
境港水産振興協会主催の水産講演会

者
、
行
政
が
信
頼
関
係
、
共

通
の
目
的
意
識
な
ど
を
醸
成

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調

し
、
米
国
で
行
わ
れ
て
い
る

合
同
勉
強
会
の
例
を
紹
介
。

　
同
勉
強
会
で
、
科
学
者
は

「
魚
の
増
減
や
現
状
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
説
明
」
を

し
、
漁
業
者
は
「
科
学
者
に

足
り
な
い
知
恵
」
や
「
目
指

し
て
い
る
操
業
の
あ
り
方
」

な
ど
を
発
信
し
て
い
る
と
報

告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、太
田
記
者
は「
現

状
打
開
の
鍵
は
、
漁
業
者
、

科
学
者
、
行
政
が
目
的
を
共

有
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

そ
し
て
、
科
学
的
な
資
源
管

理
に
漁
業
者
が
参
加
し
、
一

緒
に
未
来
を
描
い
て
い
く
こ

と
で
す
。
今
の
日
本
な
ら
ま

だ
間
に
合
い
ま
す
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

６
月
８
日
を
予
定 

ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会
が
総
会

　
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ

推
進
協
議
会(

江
尻
敏
美
会

長)

は
３
月
14
日
、
県
営
境

港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

(

昭
和
町)

で
総
会
を
開
催
。

第
12
回
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

の
開
催
予
定
を
６
月
８
日
に

決
め
ま
し
た
。

　
同
感
謝
祭
は
、
境
港
を
代

表
す
る
海
の
恵
み
・
天
然
本

マ
グ
ロ
に
感
謝
し
、
天
然
か

つ
生
の
美
味
し
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
消
費

拡
大
を
図
る
た
め
、
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
も
の
。
マ
グ

ロ
に
関
係
す
る
生

産
者
・
荷
受
・
仲

買
業
者
、
同
協
議

会
が
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
ま
す
。

　
総
会
で
は
ま
た
、

関
西
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
、
境
港
市
内
保

育
園
、
幼
稚
園
と

の
食
育
事
業(

マ

グ
ロ
集
会
）、
境

港
総
合
技
術
高
校

で
の
マ
グ
ロ
講
義

・
実
習
、
県
外
Ｐ
Ｒ
活
動
、

マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
資
材
の
販
売
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

境
港
水
産
振
興
協
会

内
、
☎
44
―
６
６
６
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講演する太田毅人記者＝境港商工会
議所大ホール

まぐろ感謝祭恒例の解体ショー

　
境
港
市
民
図
書
館(

み
な

と
テ
ラ
ス
内
、
上
道
町)

は
、

４
月
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日

に
鳥
取
県
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点

字
図
書
館
と
連
携
し
て
「
聞

く
読
書
体
験
会
」
を
行
い
ま

す
。
４
月
は
17
日
㈭
の
午
後

２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
で
、

場
所
は
同
図
書
館
の
入
口
前

で
す
。

　「
活
字
が
見
え
な
い
、
見

え
に
く
い
」「
活
字
を
読
む

の
に
困
難
が
あ
る
」
と
い
っ

た
皆
さ
ん
の
読
書
方
法
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、
実
際

に
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
専
用
機

器
の
使
い
方
を
学
ん
だ
り
、

録
音
図
書
機
を
聞
い
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
図
書
館

(

☎
47
―
１
０
９
９)

ま
で
。

毎月第３木曜日に開催

聞く読書体験会
ー 境港市民図書館 ー
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クローズアップ

市
内
５
社
が
合
同
で
説
明
会

求
職
者
の
知
り
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港
な
ど
は
２
月
26
日
、
境
港

商
工
会
議
所
で
「
さ
か
い
み
な
と
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開

催
。
31
人
の
参
加
者
に
市
内
企
業
５
社
の
担
当
者
が
業
界
と

自
社
の
事
業
内
容
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
は
、
同
説
明
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
新
し
く
始
ま
る
企
画
展
に
つ
い
て
、
渡
部
紗さ

弥や

佳か

さ
ん
が
紹
介
し
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
企

画
展
示
室
は
半
年
に
一
度
、

内
容
を
変
え
て
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
４

月
12
日
か
ら
新
し
い
企
画
展

が
始
ま
り
ま
す
。

　
題
し
て
「
水
木
し
げ
る
の

戦
記
漫
画
」。
苛
酷
な
戦
場

を
体
験
し
た
水
木
し
げ
る
に

と
っ
て
、
戦
争
の
記
憶
は
生

涯
忘
れ
え
ぬ
も
の
で
あ
り
、

作
品
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　
自
身
の
体
験
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
実
在
の
人
物
や
出

来
事
を
ベ
ー
ス
に
創
作
を
加

え
、
戦
争
と
そ
こ
で
翻
弄
さ

れ
る
人
間
の
生
き
様
を
描
い

た
水
木
の
戦
記
漫
画
は
、
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
戦
争
の
リ
ア
ル
、特
に「
負

け
戦
」
が
描
き
た
か
っ
た
と

い
う
水
木
の
思
い
に
反
し
、

当
時
の
読
者
は
華
々
し
く
敵

を
撃
退
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

好
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
展
で
は
「
戦
い
の
華
々

し
さ
と
悲
惨
さ
」
と
い
う
相

反
す
る
テ
ー

マ
を
描
い
た

水
木
し
げ
る

の
戦
記
漫
画

に
つ
い
て
、

貴
重
な
原
画

と
と
も
に
そ

の
魅
力
に
迫

り
ま
す
。

　
２
０
２
５

年
は
、
戦
後

80
年
の
年
で

す
。
水
木
し
げ
る
の
戦
記

漫
画
を
通
し
て
、
過
去
そ

し
て
、
今
も
な
お
世
界
で

続
い
て
い
る
戦
争
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？企画展のメインビジュアル Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パートⅨ
企画展｢水木しげるの戦記漫画」

　
境
港
市
と
鳥
取

労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
米
子
は
、

地
域
の
産
業
振
興

と
雇
用
の
創
出
、

就
職
困
難
者
ら
の

支
援
な
ど
を
目
的

と
し
た
雇
用
対
策

協
定
を
締
結
し
、

さ
ら
に
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境

港
で
の
支
援
業
務

な
ど
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
説
明

会
は
、
そ
の
協
定

と
、
様
々
な
業
界
か
ら
の
選

出
で
し
た
。

　
各
社
は
▽
自
社
の
お
か
れ

て
い
る
業
界
の
紹
介
▽
自
社

の
事
業
内
容
の
説
明
▽
求
人

に
関
す
る
案
内
▽
応
募
す
る

時
の
ポ
イ
ン
ト
―
な
ど
に
つ

い
て
、
映
像
も
交
え
な
が
ら

丁
寧
に
説
明
。

　
参
加
者
の
感
想
は
「
業
界

の
こ
と
を
知
る
機
会
は
な
か

っ
た
の
で
良
か
っ
た
。
60
歳

以
上
の
応
募
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
後
の
求
職
活

動
に
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
持

て
た
」
な
ど
で
し
た
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
の
松

田
栄
一
業
務
次
長
は
「
今
後

も
人
手
不
足
対
策
に
重
点
を

置
い
て
事
業
を
進
め
て
行
き

に
基
づ
い
た
事
業
の
一
環
で

す
。

　
仕
事
探
し
を
す
る
と
き
に

「
求
人
情
報
だ
け
で
は
ど
ん

な
仕
事
内
容
か
分
か
ら
な
い
、

違
う
業
界
に
興
味
が
あ
っ
て

も
何
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
ん
だ

ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
求
職
者
の
声
に
応
え
て
の

開
催
。
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
境
港
の
ほ
か
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
米
子
、
境
港
市
、

鳥
取
労
働
局
、
境
港
商
工
会

議
所
が
共
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
に
立
っ
た
企
業
は
▽

弓
ヶ
浜
水
産
㈱(

竹
内
団
地)

▽
㈱
リ
ン
ク
ス(
竹
内
町)

▽

福福
こ
う
ほ
う
え
ん(
誠
道
町)

▽
㈱
日
新(

西
工
業
団
地)
▽

フ
タ
バ
運
輸
㈱
鳥
取
営
業
所

(

竹
内
団
地)

―
の
５
社
。
広

く
業
界
に
つ
い
て
求
職
者
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

ま
す
。
次
年
度
も
同
様
の
取

り
組
み
を
行
い
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

企
業
担
当
者
の
説
明
を
聞
く
参
加
者

誰
も
が
働
き
や
す
い
ま
ち
実
現
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
境　港　市

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

2025年3月分（4月納付分）からの
協会けんぽの保険料率について

お知らせします

健康保険料率2025年2月分
（3月納付分）まで

9.68%

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。
（全国平均保険料率は10.0％です）
介護保険料率（全国一律）も変更となります。
皆さまのご理解をお願い申し上げます。
※40歳から64歳までの人（介護保険第2号被保険者）
　は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が3月1日分から変更後の
　保険料率が適用されます。

【問い合わせ先】
協会けんぽ鳥取支部企画総務グループ
☎0857-25-0050(音声案内④)

2025年3月分
（4月納付分）から

9.93%
介護保険料率2025年2月分

（3月納付分）まで

1.60%

2025年3月分
（4月納付分）から

1.59%

　
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港(

☎
44
―

１
７
３
３)

ま
で
。

　
境
港
市
は
境
港
商
工
会
議

所
と
連
携
し
て
、
だ
れ
も
が

働
き
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
「
ス
ト
ッ
プ
！
人
口
減
少 

目
指
せ
！
だ
れ
も
が
働
き
や

す
い
ま
ち
Ｐ
Ｔ
」
を
設
置
し
、

人
口
減
少
や
移
住
定
住
の
対

策
を
新
た
な
視
点
で
再
構
築

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
移
住
・

定
住
や
子
育
て
支
援
な
ど
、

各
種
の
人
口
減
少
対
策
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

移
住
者
を
始
め
と
し
た
人
口

の
増
加
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
施
策
に
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
、
事
業
の
効
果
を
検

証
し
、
総
点
検
を
行
い
、
改

め
て
若
者
支
援
策
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

　
同
Ｐ
Ｔ
は
、
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
て
、
若
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

若
手
経
営
者
、
県
外
か
ら
移

住
し
て
き
た
従
業
員
や
鳥
取

県
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
県

外
移
住
の
市
職
員
な
ど
、
10

人
程
度
で
構
成
す
る
予
定
で

す
。

　
今
年
度
４
回
の
会
議
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
▽
市
の

定
住
に
関
係
す
る
現
状
分
析
、

課
題
抽
出
▽
課
題
を
踏
ま
え

た
解
決
策
の
提
案
、
施
策
の

概
要
作
成
▽
施
策
の
詳
細
、

予
算
規
模
な
ど
を
検
討
▽
と

り
ま
と
め
―
を
実
施
。

　
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
と
り
ま

と
め
結
果
を
伊
達
憲
太
郎
・

境
港
市
長
に
報
告
し
、
新
年

度
予
算
要
求
を
す
る
予
定
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
市
総
合
政
策

課(

☎
47
―
１
０
２
４)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　境港商工会議所は、市内事業所に無料で専
門家を派遣しています。小規模事業者や中小企
業の経営に関わる様々な分野の専門家が課題
解決の第一歩に向け、お手伝いをするもので
す。詳しくは、境港商工会議所相談課へ。

（☎44－１１１１)

経営課題の解決に 専門家を派遣
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一般貨物自動車運送事業

山進運輸株式会社
代表取締役社長 山　口　尚　文

〒684‒0046  鳥 取 県 境 港 市 竹 内 団 地 1 5 8 番 地
代　　　表  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第1営業部  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第2営業部  TEL 0859ｰ21ｰ3210  FAX 0859ｰ21ｰ3211
E-mail:n-yamaguchi@yamashin.sanin.jp

新しい時代のニーズに即応する
機械工具と省力化機器専門商社

境港営業所

本　　　社
安来営業所

〒684‒0033　鳥取県境港市上道町2173
TEL 0859ｰ44ｰ0388　FAX 0859ｰ42ｰ2746
〒683‒0804　鳥取県米子市米原9丁目2番36号
〒692‒0014　島根県安来市飯島町387ｰ1
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企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日

　

(

一
社)
境
港
観
光
協
会
は
３
月
26
日
、
第
19
回
妖
怪
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
発
表
会
見
を
夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

竹
内

団
地)

で
行
い
、
「
い
そ
が
し
に 

是
正
勧
告 

す
る
労
基(

中

年
や
ま
め)

」
を
弘ひ

ろ

兼か
ね

憲け
ん

史し

が
選
ぶ
妖
怪
川
柳
大
賞
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
境
港
観
光
協
会
は
２
０
２

４
年
12
月
１
日
か
ら
２
０
２

５
年
１
月
13
日
ま
で
の
約
１

カ
月
間
半
、
妖
怪
川
柳
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
。
47
都
道
府

県
か
ら
応
募
が
あ
り
、
２
５

４
６
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
妖
怪

を
お
題
と
し
た
川
柳
を
全
国

か
ら
募
集
す
る
も
の
で
、
今

回
も
世
相
や
流
行
を
鮮
や
か

に
切
り
取
り
、
風
刺
を
利
か

せ
た
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
審
査
は
、
特
別
審
査
員
の

漫
画
家
・
弘
兼
憲
史
さ
ん
ら

の
選
考
委
員
が
実
施
。
そ
の

結
果
、
一
般
の
部
で
は
弘
兼

憲
史
が
選
ぶ
妖
怪
川
柳
大
賞

を
含
む
入
賞
４
作
品
を
、
中

学
生
以
下
の
部
で
は
弘
兼
憲

史
が
選
ぶ
最
優
秀
賞
を
含
む

入
賞
４
作
品
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
第
19
回
妖
怪
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
の
「
一
般
の
部
」
入
賞

作
品(

妖
怪
川
柳
大
賞
を
除

く)

と
「
中
学
生
以
下
の
部
」

入
賞
作
品
は
、
次
の
通
り
で

す
。

 

一
般
の
部 

入
賞
作
品

境
港
市
長
賞

百
鬼
夜
行 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で 

様
変
わ
り(

石
燕
の
弟

子)境
港
商
工
会
議
所
会
頭
賞

雪
女 

危
険
な
暑
さ
で 

来
た

モ
テ
期(

Ｐ
Ｏ
Ｎ
５)

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会

会
長
賞

邪
魔
な
の
は 

ぬ
り
か
べ
じ

ゃ
な
く 

税
の
壁(

つ
い
に
ジ

ー)

コンテストの結果パネルを手にする境港
観光協会スタッフ＝夢みなとタワー

いそがし　Ⓒ水木プロ

い
そ
が
し
に 

是
正
勧
告 

す
る
労
基

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

第19回

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
で
３
月

１
日
、
独
身
男
女
の
出
会
い

を
目
的
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン

ト
「
第
２
回
空
コ
ン
in
米
子

鬼
太
郎
空
港
」
が
行
わ
れ
、

４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
米
子
空

港
ビ
ル
㈱(

佐
斐
神
町
、
飯

塚
弘ひ

ろ

衛え

社
長)

と
空
港
内
事

業
所
が
空
コ
ン
in
米
子
鬼
太

郎
空
港
実
行
委
員
会
を
結
成

し
て
昨
年
、
第
１
回
の
空
コ

ン
を
実
施
。
大
変
好
評
だ
っ

た
た
め
、
２
回
目
を
行
っ
た

も
の
。

　
応
募
資
格
は
、
空
港
や
飛

行
機
が
好
き
な
独
身
男
女
の

同
性
１
組
２
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
６
組
12
人
を
募
集
。
最
終

的
に
▽
男
性
＝
16
組
32
人

(

前
回
11
組
22
人
）、
▽
女
性

＝
17
組
34
人(

前
回
18
組
36

人)

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
男
女
12
組
24
人
が

参
加
し
、
普
段
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
空
港

の
エ
プ
ロ
ン
で

飛
行
機
を
間
近

に
見
る
駐
機
場

見
学
ツ
ア
ー
で

ス
タ
ー
ト
。
続

い
て
、
同
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
２

階
の
す
な
ば
珈

琲
米
子
空
港
店

で
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
企
画
は
、

鳥
取
県
が
少
子

化
対
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い

る
「
新
た
な
男
女
の
出
会
い

の
き
っ
か
け
づ
く
り
」
に
賛

同
し
た
空
港
で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
11
「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」
と
、
目
標
17
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成

し
よ
う(

空
港
内
事
業
所
が

協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催)

」
に
も
貢
献
す
る
取
り

組
み
で
し
た
。

　
同
社
総
務
部
の
金
井
大た

い

　き貴

主
任
は
「
定
員
に
対
し
て
３

倍
近
く
の
人
に
申
し
込
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
通
常

と
は
異
な
る
空
港
な
ら
で
は

の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
皆
様
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
開
催
を
望
む
声

も
多
く
来
て
い
ま
す
の
で
、

次
回
も
検
討
し
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
１
２
１)

ま
で
。

和
や
か
に
交
流
す
る
空
コ
ン
参
加
者
ら

　
鳥
取
県
内
各
地
区
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
の
運
転
免
許
更

新
な
ど
の
手
続
き
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
、

閉
庁
日
で
あ
る
土
曜
日
・
日

曜
日
に
加
え
て
、
祝
日
と
な

る
４
月
29
日
㈫
、
５
月
５
日

㈪
、
及
び
５
月
６
日
㈫
も
閉

庁
と
な
り
、
手
続
き
が
行
え

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
中
部
地
区
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
日
曜
更
新(

免
許
更
新
手

続
き
の
み)

は
、
４
月
27
日

㈰
、
５
月
４
日
㈰
と
も
行
い

ま
す
。

　
連
休
前
後
の
４
月
28
日
㈪
、

及
び
４
月
30
日
㈬
か
ら
５
月

２
日
㈮
ま
で
は
、
県
内
各
地

区
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
多

数
の
更
新
者
が
来
庁
し
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
境
港
警
察
署
は
「
連
休
前

後
の
運
転
免
許
証
の
更
新
手

続
き
は
、
で
き
る
だ
け
避
け

て
い
た
だ
き
、
混
雑
緩
和
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

４
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
の
２

日
間
、
境
台
場
公
園
桜
ま
つ

り
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
場
所
は
、
同
公
園
特
設
ス

テ
ー
ジ(

花
町)

で
、
時
間
は

午
前
11
時
か
ら
３
時
間
程
度

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

４
月
５
日
・
６
日  

イ
ベ
ン
ト

４月３日㈭ 　　　午後 産業医

４月８日㈫ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

４月17日㈭ 午前・午後 産業医

４月24日㈭ 午前・午後 産業医

駐機場見学ツアーも大好評
第２回空コン in 米子鬼太郎空港

４組のカップルが誕生
 

中
学
生
以
下
の
部 

 

入
賞
作
品

弘
兼
憲
史
が
選
ぶ
最
優
秀
賞

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の 

騙
し
合
い(

ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｏ)

水
木
し
げ
る
記
念
館
館
長
賞

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う 

デ
ー
ト
前

に
は 

顔
を
描
く(

水
木
フ
ァ

ン)夢
み
な
と
タ
ワ
ー
館
長
賞

大
山
は 

雨
風
し
の
ぐ 

ぬ
り

か
べ
だ(

ゲ
ゲ
ゲ
の
る
い
く

ん)米
子
空
港
利
用
促
進
懇
話
会

会
長
賞

二ふ
た

口く
ち

女 

一
人
で
し
り
と
り 

寂
し
そ
う(

自
分
Ｖ
Ｓ
自
分)

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境

港
観
光
ガ
イ
ド
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
観
光
協
会(

☎

47
―
３
８
８
０)

へ
。

運転免許センターの手続き

GW前後は混雑の予想
ー 境港警察署 ー

で
す
。
内
容
は
踊
り
、
境
港

大
漁
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
、

弾
き
語
り
な
ど
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

境
港
観
光
協
会

内
・
☎
47
―
３
８
８
０)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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7

境　港

№116

青色申告会

青色申告会の元気企業

独創的なもの作りが信条

　
慌
た
だ
し
か
っ
た
確
定
申

告
と
消
費
税
の
申
告
が
終
わ

り
、
季
節
も
気
分
も
暖
か
く

感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
値
上
げ
の
波
が
続
き
ま
す

　
元
気
企
業
の
取
材
で
、

竜
ヶ
山
公
園
隣
り
の
「
こ
と

り
こ
デ
ザ
イ
ン
け
ん
ち
く
」

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
初
め

て
伺
っ
た
の
で
す
が
、
周
囲

と
は
趣
の
違
う
建
物
、
庭
、

造
作
物
が
あ
り
、
つ
い
写
真

を
撮
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
建
物
は
、
代
表
の
阿
部
悟

さ
ん
が
基
本
設
計
を
考
え
て

建
て
た
も
の
で
す
。
前
庭
の

造
作
物
は
ピ
ザ
窯
、
ガ
ー
デ

ン
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
、
ま
だ

未
完
成
と
の
こ
と
。
こ
の
家

は
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
兼
ね
て

お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、

内
装
、
モ
ル
タ
ル
の
擬ぎ

木ぼ
く

、

擬
石
、
２
階
に
は
タ
イ
ル
張

り
の
キ
ッ
チ
ン
、
木
製
の
棚

な
ど
、
古
い
文
化
や
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
好
き
と
い
う
阿
部

さ
ん
の
作
り
た
い
も
の
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
の
名
刺
に
は
、

あ
べ
さ
か
ん(

左
官
職
人)

と
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
絵
や

物
を
作
る
の
が
得
意
で
、
高

校
生
の
頃
、
洋
館
の
レ
リ
ー

フ
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
作

る
仕
事
は
左
官
職
人
だ
と
思

い
、
就
職
し
た
そ
う
で
す
。

実
際
に
は
壁
や
土
間
工
事
ば

か
り
で
し
た
が
、
20
年
余
り

経
験
を
積
ん
だ
後
に
独
立
し

ま
し
た
。

　
今
は
「
あ
べ
さ
か
ん
」
と

し
て
左
官
業
を
営
む
一
方
、

「
こ
と
り
こ
デ
ザ
イ
ン
け
ん

ち
く
」
で
独
創
的
な
壁
、
内

装
、
庭
、
そ
し
て
オ
ー
ダ
ー

家
具
も
造
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
カ
ー
の
既
製
品
で
は

な
く
、
こ
こ
に
し
か
な
い
唯

一
の
も
の
を
作
る
の
が
信
条

で
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
お
客

さ
ん
か
ら
の
依
頼
に
応
え
て

き
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
自
然
と
の

関
わ
り
を
強
く
意
識
し
て
い

て
、
モ
ノ
が
循
環
す
る
仕
組

み
を
成
り
立
た
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
、
自
然
素
材
の
利

用
、
廃
材
活
用
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
を
聞
く
と
、
壮

大
な
計
画
が
描
い
て
あ
る
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
出
て
き
ま

し
た
。「
け
ん
ち
く
」
を
中
心

に
し
て
「
こ
と
り
こ
フ
ァ
ー

ム
」
で
ハ
ー
ブ
、
花
、
野
菜

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識

Windows11にアップグレードを

　ことし中にWindows10のサポートが終了します。
サポートが終了したらどうなるのでしょうか。今回
は、この話題についてお話しします。
　Windows10のサポートは、2025年10月14日(米国
時間)に終了します。サポート終了後は、セキュリ
ティ更新プログラムやテクニカルサポートが提供さ
れなくなります。
　サポート終了後の対応としては、Windows11に
アップグレードするか、代替製品への移行を考えな
いといけません。
　Windows11はパソコンをより使いやすく、安心
して使えるようにするための新しいシステムです。
見た目がわかりやすく、操作もしやすくなるよう工
夫されています。一方で、Windows10を使い続け
ると、困ったことが起きる可能性があります。
　Windows10を使い続けると、どうなるでしょうか。

①安全ではなくなる　

　Windows10は2025年にサポートが終わります。
これ以降、パソコンを守るための「更新」がされな
くなります。その結果、新しいウイルスや悪意のあ
る人の攻撃からパソコンを守れなくなる可能性があ
ります

②新しい便利な機能が使えない

　Windows11には、作業を早くしたり簡単にした
りする新しい機能がたくさんあります。例えば、画
面の整理が簡単になったり、使いやすい道具が増え
たりします。でも、Windows10ではこれらを使え
ません

③新しい機械やアプリが使えなくなるかもしれない

　新しいゲームやアプリ、そして機械(例えばプリ
ンターやカメラ)は、Windows11用に作られること
が増えてきます。Windows10だと動かない場合も
あるので、不便になってしまいます

　Windows11は、安全で使いやすい仕組みがたく
さんあります。パソコンの動きも早く、家での作業
や遊びももっと楽しくなるはずです。また、新しい
ゲームやアプリも安心して使えるようになります。
　一方、Windows10をそのまま使い続けると、困っ
たことや危ないことが増える可能性があります。早
めにWindows11に変えることで、安全で便利なパ
ソコン生活を楽しむことができるでしょう。　　S

６
月
に
総
会
を
開
催

青
申
会
だ
よ
り

の
栽
培
、
畑
食
材
を
利
用
し

た
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
経
営
と
焼
き

菓
子
つ
く
り
、「
古
虜(

こ
と

り
こ)

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
で
畑
作

物
の
加
工
、「
古
虜
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｐ
」
で
そ
れ
ら
の
生
産
物
の

販
売
と
い
う
関
係
図
で
す
。

　
阿
部
さ
ん
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
は
、
関
係
す
る
人
た

ち
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

インタビューに応える阿部悟さん

　
２
０
２
４(

令
和
６)

年

分
の
確
定
申
告
を
終
え
て
一

段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

間
違
い
に
気
が
付
い
た
場
合

は
次
の
手
続
き
を
早
め
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

税
額
を
実
際
よ
り
多
く
申
告

し
た
場
合
「
更
正
の
請
求
」

　
売
上
の
過
大
計
上
や
経
費

の
計
上
漏
れ
な
ど
で
、
納
付

す
べ
き
税
額
が
過
大
で
あ
っ

た
場
合
や
還
付
さ
れ
る
税
額

が
過
少
で
あ
っ
た
場
合
に
は

「
更
正
の
請
求
」
を
行
い
、

過
大
納
付
額
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
額
を
実
際
よ
り
少
な
く
申

告
し
た
場
合
「
修
正
申
告
」

　　
売
り
上
げ
の
計
上
漏
れ
や

経
費
の
二
重
計
上
な
ど
で
税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は

「
修
正
申
告
」
を
行
い
、
併

せ
て
納
税
も
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
修
正
申
告
の
場
合
、
延
滞

税
や
加
算
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
修
正
申
告
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
M

が
、
給
料
か
ら
控
除
さ
れ
る

社
会
保
険
料
は
３
月
分
保
険

料
か
ら
健
康
保
険
料
率
が

９
・
93
㌫
と
な
り
、
少
し
上

が
り
ま
す
。
一
方
、
介
護
保

険
料
率
は
１
・
59
㌫
に
変
わ

り
、
多
少
下
が
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
健
康
保
険
協
会
鳥
取

支
部
の
料
率
で
す
。

　
ま
た
雇
用
保
険
料
率
は
、

２
０
２
５(

令
和
７)

年
４
月

１
日
か
ら
２
０
２
６(

令
和

８)

年
３
月
31
日
ま
で
、
一

般
の
事
業
で
労
働
者
負
担
・

事
業
主
負
担
と
も
１
０
０
０

分
の
５
・
５
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
給
料
の
計
算
時
に
は
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
境
港
青
色
申
告
会
は
、
６

月
に
総
会
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
当
青
色
申
告
会
の
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
ご
意

見
、
ご
提
案
な
ど
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 ことりこデザインけんちく
代 表 者	 阿部 悟（あべ・さとる）
所 在 地	 境港市三軒屋町3041-11
事業内容	 左官業、壁、内装、庭、
	 オーダー家具製作
営業時間	 8：00～17：00
定 休 日	 日曜日、祝日
T E L	 080-3875-6715

ー ことりこデザインけんちく ー

ら
れ
て
い
て
、
こ
う
い
う
感

謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き

る
人
な
ら
、
そ
の
思
い
に
共

感
す
る
人
た
ち
が
現
れ
て
計

画
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
は
阿
部
さ
ん
の
思
い
や
仕

事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
H

税務・会計
一口メモ

確定申告の訂正

北

ことりこデザインけんちく
竜
ヶ
山
公
園

竜ヶ山こども
ファミリークリニック
●

公園
P

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください
山本博敏税理士事務所

税 理 士 山　本　博　敏

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX 0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp



中 西 一 郎 商 店有限
会社

建築金物・製作金物

代表取締役 中　西　健一郎

営業所／境港市上道町3152(市役所通り)
　　　　TEL44－1122㈹ FAX44－1125
http://nakanishiichiro.co.jp/

代表取締役 廣　瀨　信　彦

代表取締役 廣　瀨　康　彦

米子－ソウル便が週５便に増便！
もっと気軽に

　　もっと便利に

米子－ソウル国際定期便が、3/31から週5便で運航！（水・金・日曜に加えて月・木曜日 運航)
皆様のご利用をお待ちしています。

米子　↔　ソウル便 週5便 月 水 木 金 日

航空券予約・利用者支援は

国際定期便利用促進協議会HPへ
https://www.yonago-seoul.com

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈱
元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ(

大

正
町)

の
製
造
す
る
ア
カ
モ

ク
製
品
の
原
料
と
な
る
ア
カ

モ
ク
の
食
感
を
表
現
し
て
い

る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
、
正
解
は
②
の

「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
」
で
し
た
。

賞
品
　「
ア
カ
モ
ク
と
の
ど

ぐ
ろ
だ
し
茶
漬
け
」「
ア
カ

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た

け
鳥
取
２
０
２
４
の
境
港
市

実
行
委
員
会
総
会
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

10
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
鳥

取
県
各
地
で
開
催
さ
れ
た
同

モ
ク
と
い
か
漬
け
だ
し
茶
漬

け
」「
ア
カ
モ
ク
と
さ
ば
だ

し
茶
漬
け
」「
ア
カ
モ
ク
と

桜
ガ
ニ
だ
し
茶
漬
け
」
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
一
つ

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
根
平

晴
美(

東
本
町)

▽
橋
本
真
理

(

福
定
町)

▽
木
村
直(

米
川

町)ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
元
気
亭
ぐ

る
ー
ぷ(

大
正
町)

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

〜
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
〜

　
み
ん
な
大
好
き
ダ
ン
ボ
ー

ル
遊
園
地
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
登
場
！
迫
力
満
点
の
テ

ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
す
べ
り

台
や
恐
竜
オ
ブ
ジ
ェ
が
最
大

の
み
ど
こ
ろ
で
す
。

日
時
　
３
月
15
日
㈯
～
５
月

６
日
㈫

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５

大
会
は
、
29
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
交
流
大
会
を
県

内
全
19
市
町
村
で
開
催
。
併

せ
て
、
健
康
や
生
き
が
い
づ

く
り
を
テ
ー
マ
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
選
手
・
役
員

を
は
じ
め
、
延
べ
54
万
人
超

が
来
場
し
ま
し
た
。
境
港
が

会
場
と
な
っ
た
競
技
は
、
ソ

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

時(

最
終
入
場
時
間
＝
午
後

４
時
30
分)

料
金
　
３
歳
以
上
＝
一
律
４

０
０
円

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
で
し
た
。
開
始
式
で

は
、
上
田
ま
り
え
・
境
港
フ

ィ
ッ
シ
ュ
大
使
が
総
合
司
会

を
務
め
る
な
ど
、
境
港
中
が

湧
い
た
３
日
間
と
な
り
ま
し

た
。
同
大
会
を
機
に
、
境
港

で
も
高
齢
者
を
中
心
に
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈱マルツ(竹内団地)

４月７日㈪(当日消印有効)

① イギリス
② フランス
③ イタリア

㈱マルツ(竹内団地)の濃厚カニみそソースは、
カニみそをある国古来のレシピでバーニャカ
ウダソースと融合させています。ある国とは
どこでしょう。(ヒントは４ページ)

賞品  「濃厚カニみそソース」　５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	堀　由紀(ほり・ゆき)
所 在 地	 境港市夕日ヶ丘１丁目
休 業 日	 不定休
事業内容	 イラスト、漫画作成
営業時間	 お問い合わせください
問い合わせ先	 oekaki1101@gmail.com インスタの2次元コード
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